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●誓約日

●奨学金の種類

あなたが貸与を受ける奨学金の
種類が印字されています。
●貸与種別
　第一種：無利息
　第二種：利息付
●保証区分
　機関保証：保証機関の連帯保
　証を受ける制度
　人的保証：連帯保証人及び保
　証人の保証を受ける制度

●貸与の条件（予定）

・現在の貸与月額で予定の貸与
終期まで貸与を受ける場合の
内容が印字されています。

●返還の条件（目安）

・貸与の条件（予定）で貸与を受
けた場合の返還の条件（目安）
が印字されています。

、

●借用金額

・現在の貸与月額で予定の貸与
終期まで貸与を受ける場合の
借用総額です。

●各自が署名・押印してください。【記入例】第一種人的保証

●署名
・住民票の表記のとおり署名
してください（住民票が旧
字体の場合は旧字体のまま
署名。外国籍の方でアルフ
ァベットで表記されている
場合はアルファベットで、
アルファベットと漢字が併
記されている場合はアルフ
ァベットか漢字のどちらか
で署名）。

●奨学生本人

・奨学生番号：あなたの奨学生
番号です。

・スカラネットで入力した誓約
日です。

・返還総額は、本欄の「総支払額」
の金額となります。

・「採用種別」は、あなたの採用
種別が印字されています。

必ず月賦返還1又は併用返還2を選択し、○をしてください。
選択した割賦方法は変更できませんので十分検討して○をして下さい。

・氏名・住所・生年月日・性別が住
民票と同じことを確認してく
ださい。異なる場合は、奨学
生本人による訂正が必要です。
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●連帯保証人

●続柄

●保証人

●親権者⑵
・あなたが未成年の場合は、ス
カラネットで入力した親権者
⑵（親権者⑴以外の親権者）
の情報が印字されています。

●添付書類

●返還方式

（同一筆跡・同一印は不可）

※本ページの返還誓約書（見本）は、奨学生のしおり作成時点のものです。ご了承ください。

●勤務先

●署名
・印鑑登録証明書の表記のとおり署
名してください（印鑑登録証明書
が旧字体の場合は旧字体のまま署
名。外国籍の方でアルファベット
で表記されている場合はアルファ
ベットで、アルファベットと漢字
が併記されている場合はアルファ
ベットか漢字のどちらかで署名）。

・無職の場合は、印字されていませ
ん。無職のために空欄となってい
る場合は、訂正不要です。

（記入上の注意）
・黒又は青のボールペンを使って記入してください。ただし、消せるボー
ルペンや、時間の経過により字が消えるボールペンの使用は認められ
ません。

・印鑑は各自のもの（連帯保証人及び保証人の印は実印（添付する印鑑
登録証明書と同一印））を使用し、朱肉で鮮明に押してください。不
鮮明の場合は、再提出となります。スタンプ印・ゴム印等の使用は認
められません。

・記入を誤った場合は、誤った部分を二重線で消して各自の印（押印欄と
同じ印）を押し、各欄内に正しい事項を記入してください。署名を誤っ
た場合は、フルネームを二重線で消して各自の印（押印欄と同じ印）を
押し、再度正しい署名を行ってください。修正をする際、紙貼り、修正液、
字消し等を使用すること、なぞり書きをすることは認められません。

・印字事項を訂正する場合は、学校へ申し出てください。
※訂正方法の詳細は【訂正例】32～33ページを参照してください。

・スカラネットで入力した連帯保証
人（あなたが未成年の場合は、連
帯保証人兼親権者（1））の情報
が印字されています。

・氏名・住所・生年月日・実印の印影
が印鑑登録証明書と同じことを
確認してください。異なる場合は、
当該者による訂正が必要です。

・スカラネットで入力した保証人の
情報が印字されています。

・氏名・住所・生年月日・実印の印影
が印鑑登録証明書と同じことを確
認してください。異なる場合は、
当該者による訂正が必要です。

・「その他（　）」と印字されている
場合は（　）の中にあなたとの具
体的な続柄を記入してください。
また、4親等以内の親族でない成
人を連帯保証人・保証人に選任す
る場合は、「返還保証書」及び資産
等に関する証明書類が必要です。

・あなたが選任した連帯保証人及び保
証人の続柄等により、必要な添付書
類が印字されています。添付もれが
ないようによく確認してください。

・奨学金申込み時に選択した返還
方式（定額返還方式）が印字され
ています。
※（猶予年限特例）の印字がある人
は、一定の収入・所得を得るまで
の間、10年間の制限なく返還期限
の猶予を願い出ることができます。


